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水
梨
口
か
ら
約
五
百
㍍
の
河

鹿
屋
敷
で
、
分
岐
を
右
に
と
り

急
傾
斜
を
登
る
。
展
望
が
良
い

所
も
あ
り
、
谷
底
と
は
や
や
違

っ
た
気
分
が
味
わ
え
る
。
川
音

は
遠
く
、
鳥
が
囀
る
。
再
び
川
へ

近
づ
く
と
八
幡
川
で
最
初
の
景

勝
、
横
堰
へ
着
く
。 

巨
石
が
折
り
重
な
り
、
奔
流

① 

 

   

討
論
会
開
催
は
、
町
の
将
来

に
関
心
を
持
つ
主
婦
の
影
井
伊

久
美
さ
ん
が
「
読
み
解
く
会
」
を

主
催
し
て
い
る
さ
ん
け
ん
に
相

談
し
た
の
が
き
っ
か
け
。
同
席

し
た
キ
ク
ラ
ゲ
農
家
の
小
田
康

俊
さ
ん
は
「
注
目
さ
れ
る
告
示

後
に
実
施
し
た
い
」
と
述
べ
、
全

国
で
も
例
の
な
い
選
挙
期
間
中

の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
討
論
会
へ
の
取
り
組

１ 

               

が
轟
々
と
響
い
て
い
る
。
名
は

五
郎
堰
、
柴
堰
と
同
じ
く
、
木
流

し
に
由
来
す
る
ら
し
い
。 

   

か
つ
て
「
猿
猴
の
子
が
や
し
」

と
い
う
別
名
が
あ
っ
た
。
猿
猴

は
河
童
、「
か
や
す
」
は
ひ
っ
く

り
返
す
の
意
で
あ
る
。
河
童
が

１ 

  
 

み
が
決
ま
っ
た
。 

 

「
楽
し
い
１
０
０
人
」
か
ら
は

大
倉
啓
司
さ
ん
と
小
野
誉
里
子

さ
ん
が
加
わ
り
、
放
送
技
術
面
は

「
あ
き
お
お
た
ラ
ジ
オ
」
に
依
頼

し
、
実
行
委
員
会
が
立
ち
上
が
っ

た
。
本
宮
炎
理
事
長
は
実
施
要
項

な
ど
を
作
成
、
本
宮
宏
美
事
務
局

長
は
準
備
会
議
の
進
行
を
サ
ポ

ー
ト
し
た
。 

 

会
場
は
同
校
舎
で
ジ
ビ
エ
ペ

ッ
ト
フ
ー
ド
事
業
を
展
開
す
る

「
フ
ォ
レ
マ
」
の
事
務
所
を
借

り
、
小
泉
靖
宜
社
長
も
実
行
委
員

と
し
て
当
日
の
運
営
を
担
っ
た
。

ラ
イ
ブ
視
聴
者
は
二
百
七
十
人
、

投
票
日
ま
で
の
視
聴
回
数
は
二

千
五
百
回
を
超
え
た
。 

 

本
宮
理
事
長
は
「
公
職
選
挙
法

の
ク
リ
ア
や
立
候
補
者
と
の
交

渉
な
ど
、
細
心
の
注
意
が
必
要
な

企
画
だ
っ
た
。
日
ご
ろ
か
ら
培
っ

た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ

て
成
功
し
た
」
と
振
り
返
っ
た
。 

    

子
を
悪
戯
で
転
ば
せ
る
伝
説
が

あ
っ
た
の
か
、
も
っ
と
深
刻
な
内

容
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

熊
南
峰
は
「
こ
の
附
近
や
、
猿

飛
、
葭
河
原
、
大
淵
辺
り
で
露
営

す
る
と
、
時
と
し
て
、
夜
間
に

丁
々
と
伐
木
の
音
が
聴
こ
え
て

来
る
。
ま
た
大
石
が
川
上
か
ら
転

げ
落
ち
る
よ
う
な
声
が
す
る
こ

１ 

     

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
に

よ
り
、
三
段
峡
関
連
の
宿
泊
、
飲

食
、
渡
舟
、
体
験
、
駐
車
場
の
各

事
業
者
は
、
五
月
六
日
ま
で
一
斉

休
業
し
た
。
そ
の
後
も
実
質
的
に

は
営
業
で
き
な
い
厳
し
い
状
態

が
続
い
た
。 

広
島
県
は
十
四
日
、宣
言
の
対

象
地
域
か
ら
解
除
さ
れ
た
。
二
十

三
日
に
は
黒
淵
荘
や
渡
舟
が
再

開
し
た
が
、
客
足
は
伸
び
ず
、
各

事
業
者
の
売
り
上
げ
は
例
年
に

比
べ
八
、
九
割
減
と
な
っ
た
。 

 
 
 
◇
 
 
 
◇

 

 

感
染
拡
大
に
よ
る
意
識
変
化

や
三
段
峡
へ
の
期
待
な
ど
を
聞

く
ア
ン
ケ
ー
ト
を
五
月
中
旬
、
さ

ん
け
ん
会
員
を
対
象
に
実
施
し

た
。
二
十
三
人
か
ら
回
答
が
寄
せ 

 
 

   

と
も
あ
る
、
土
地
の
人
は
こ
れ
を

天
狗
の
仕
業
だ
と
言
っ
て
い
る

が
、
今
に
そ
の
謎
が
解
け
な
い
」

と
、
記
し
て
い
る
。 

   

江
戸
期
の
文
献
に
も
「
こ
の
辺

り
す
べ
て
恐
ろ
し
き
場
所
に
て
」

と
の
前
置
き
の
後
、
似
た
記
述
が 

 

    

ら
れ
た
。
今
後
の
活
動
の
参
考

資
料
と
し
て
活
用
す
る
。 

 

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
人
が
六

五
％
、
価
値
観
が
変
化
し
た
人 

     

特
例
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
段

峡
―
太
田
川
流
域
研
究
会
の
通

常
総
会
が
五
月
三
十
一
日
、
三

段
峡
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。
今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
縮
小
開

催
と
な
っ
た
。 

 

 

二
〇
一
九
年
度
の
活
動
報
告

と
決
算
、
二
〇
年
度
の
事
業
計

画
と
予
算
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ

れ
た
。
正
・
賛
助
会
員
は
九
人
増

え
て
百
七
人
に
な
っ
た
。 

    

あ
り
、
南
峰
も
知
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
が
、
伝
説
や
伝
聞
を

引
用
す
る
場
合
、
そ
れ
と
分
か

る
書
き
方
を
す
る
は
ず
で
、
南

峰
の
記
述
は
実
体
験
に
基
づ
く

の
だ
ろ
う
。
現
在
、
そ
ん
な
話
は

聞
か
な
い
。
天
狗
も
河
童
も
、
ロ

マ
ン
と
共
に
、
ど
こ
か
へ
行
っ

て
し
ま
っ
た
。（
松
尾 
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

が
五
〇
％
に
達
し
、
未
知
の
感
染

症
の
脅
威
を
裏
付
け
た
。
結
果
の

詳
細
は
さ
ん
け
ん
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。 

▽
訂
正 

前
号
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

記
事
中
の
「
四
月
七
日
」
は
、
東
京
都

な
ど
の
特
定
地
域
へ
緊
急
事
態
宣
言

が
発
出
さ
れ
た
日
で
し
た
。 

     

本
宮
炎
理
事
長
は
あ
い
さ
つ

で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
イ
ベ
ン
ト
や
ツ
ア
ー
が
中

止
に
な
る
な
ど
影
響
が
あ
る
。
反

面
、
山
間
地
の
三
段
峡
や
安
芸
太

田
は
、
存
在
価
値
が
見
直
さ
れ
る

機
会
に
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ

た
。
縮
小
開
催
に
合
わ
せ
て
「
総

会
資
料
説
明
ビ
デ
オ
」
を
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
で
公
開
し
て
い
る
。 

            

    

さ
ん
け
ん
が
新
事
業
と
し
て

企
画
し
て
い
る
、
子
供
た
ち
同
士

が
学
び
合
う
「
さ
ん
け
ん
自
然

塾
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
が
五
月

十
七
日
、
三
段
峡
の
石
樋
で
開
か

れ
た
。
講
師
は
さ
ん
け
ん
会
員
の

上
野
吉
雄
さ
ん
、
佐
久
間
智
子
さ

ん
、
上
手
新
一
さ
ん
。
大
学
院
生

と
体
験
者
の
子
供
、
さ
ん
け
ん
ス

タ
ッ
フ
の
計
十
人
が
参
加
し
た
。 

 

石
樋
の
探
勝
路
沿
い
の
池
で

は
ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
（
絶
滅
危
惧

種
＝
類
）
や
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の

卵
塊
、
ヤ
ゴ
な
ど
が
見
ら
れ
た
。

上
野
さ
ん
は
「
小
さ
な
池
だ
が
、

驚
く
ほ
ど
の
生
き
物
が
い
る
。
子

供
で
も
容
易
に
観
察
で
き
て
、
学

習
に
は
良
い
場
所
だ
」
と
、
期
待

を
込
め
た
。 

               

発 行 

特例認定ＮＰＯ法人 
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流域研究会 

（代表・本宮炎） 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

い
盗
掘
が
絶
え
な
い
。
今

年
も
二
カ
所
で
掘
り
返
さ

れ
た
。
繊
細
な
環
境
の
中

で
命
を
つ
な
ぐ
希
少
種
の

保
護
が
大
き
な
課
題
だ
。 

 

活動多彩 地域へ新風  
影井伊久美さん 

  

10年前、兵庫県から安芸太田

町へ移住した。5人のママさん。

中山間地で子育てを楽しもう

と、始まった「わくわくフェス 

タ」を立ち上げた。毎年 10 月に開催、今年は

11回目。5月の町長選ではＷＥＢ討論会の発起

人となった。オーガニック食品を扱う「環（め

ぐり）」を設立、地元産品の発掘・発信をする。           

 安芸太田町では、価値のある自然資源がどん

どん湧いてくる、と評価。「さんけんには、この

町の可能性を町民に伝えてもらい、希望と勇気

を与えられている」。これからも一緒に町づく

りをしていきたいと、エールを送る。  （炎） 

 

南
峰
と
歩
く 
 

㉞ 

横
堰
（
よ
こ
ぜ
き
） 

■
天
狗
、
河
童
何
処
へ 

■
別
名
が
謎
を
深
め
る 

 

こ
の
辺
り
す
べ
て
恐
ろ
し
き
場
所 

   

▼
盗
掘 

さ
ん
け
ん
新
聞 
 

五
月
か
ら
六
月
初
旬
は

ラ
ン
の
季
節
だ
。
探
勝
路

脇
に
も
咲
き
、
愛
好
家
を

１ 
 

一口メモ 

楽
し
ま
せ
て
い
る
。
中
に

は
毎
週
の
よ
う
に
散
策
す

る
人
も
見
か
け
る
。 

 

峡
内
の
動
植
物
採
取
は

禁
止
さ
れ
て
い
る
。
心
な 

    

安芸太田町長選 候補者ＷＥＢ討論会       

培った人的ネットワークで実現 
 前町長の辞職に伴う安芸太田町長選に立候補した二人のＷＥＢ討

論会が告示日翌日の 5月 20日、旧津浪小学校で開かれユーチューブ

で同時配信された。企画・運営はさんけんが関わる「長期総合計画を

読み解く会」「安芸太田の楽しい 100人」の有志ら７人が担当した。 

客
足
伸
び
ず 

業
者
大
打
撃 

ス
ト
レ
ス
感
じ
た
人 

六
五
％ 

二
〇
二
〇
年
度 

さ
ん
け
ん
総
会 

自
然
塾
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発 

石
樋
で
生
物
観
察 

ラ
イ
ブ
視
聴
二
七
〇
人
、
視
聴
二
五
〇
〇
回
超

え
る 

コロナ 
の影響 

「価
値
再
評
価
の
機
会
」 

討論会で開会あいさつする実行委員の

影井伊久美さん（ユーチューブから） 

 

https://sanken-/

